
◯補助件数・補助金額の推移（事業区分毎）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 合計

補助件数 6 6 11 12 19 26 11 11 23 29 22 14 15 12 217
排出事業者 5 4 4 6 13 12 4 4 10 15 5 4 7 2 95
リサイクル事業者 1 2 7 6 6 14 7 7 13 14 17 10 8 10 122

補助金額（千円） 31,040 309,835 173,538 181,546 496,620 924,713 578,461 440,507 816,209 705,447 705,387 779,886 800,000 665,584 7,608,773
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※補助金額には、事務費を含みません

税事業の取組状況【施設設備補助事業】



（単位：ｔ）

排出抑制量 減量化量 再生利用量

H27 H22～H26 90 6,933 23,461 286,649 317,043

H28 H23～H27 100 24,098 25,748 397,652 447,498

H29 H24～H28 96 11,298 42,601 419,149 473,048

H30 H25～H29 99 6,100 48,386 357,607 412,093

R1 H26～H30 103 5,056 87,320 512,404 604,781

488 53,485 227,517 1,973,461 2,254,463

※循環資源利用促進施設設備整備費補助金事業経過報告書による

合　　計

設備整備時期 効果
処理結果の内訳

報告年度 補助件数

税事業の取組状況【施設設備補助事業】

　　　　　　　　振興局 ・政令市

　廃棄物の種類
空知 札幌市 石狩 後志 胆振 日高 函館市 渡島 檜山 旭川市 上川 留萌 宗谷 オホーツク 十勝 釧路 根室 合計

　汚泥 3 1 13 6 10 1 2 6 1 2 16 8 3 1 73

　廃プラ 4 1 10 5 11 1 2 2 3 1 2 1 3 4 2 52

　建設混合廃棄物
　（廃プラ、紙くず、木くず、繊維くず）

1 5 3 1 1 1 2 14

　廃石膏ボード 3 2 1 1 7

　廃油 2 2 1 5

　廃酸 1 1 2

　木くず 10 2 4 2 2 4 2 2 1 3 7 4 1 44

　動植物性残さ 1 5 1 1 1 2 11

　金属くず 3 1 1 5

　ガ陶くず 2 1 3

　がれき類 4 1 7 1 1 1 1 4 2 22

　ばいじん 4 1 1 6

　感染性廃棄物 1 1 2

◯補助件数の推移（振興局別）

◯補助事業による効果
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区分 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

件数 46 38 29 14 12 10 12 10 11 8 8 5

量 7,801 1,897 310 1,046 5,954 2,586 2,647 398 295 93 301 737

◯産業廃棄物不法投棄判明件数の推移

税事業の取組状況【適正運用対策事業】
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区分 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

件数 51 52 49 45 41 48 42 49 52 54 61 60

量 171 184 113 112 114 186 180 183 180 183 182 179

◯産業廃棄物の不法投棄等残存状況の推移

※残存量 ： 新規事案の年度末の件数 ・量と、過年度事案の年度末の件数 ・量を足した数字
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